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か
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
改

正
法
附
則
に
お
け
る
施
行
後
５
年
の
検
討
規
程
や
、

「
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
を
目
指
す
改
革
の
道
筋

（
改
革
工
程
）」（
２
０
２
３（
令
和
５
）年
12
月
22
日

閣
議
決
定
）
等
も
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
で
は
２
０

２
４
（
令
和
６
）
年
6
月
か
ら
「
地
域
共
生
社
会
の

在
り
方
検
討
会
議
」
で
、
⑴
地
域
共
生
社
会
の
さ
ら

な
る
展
開
に
向
け
た
対
応
、
⑵
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
等
へ
の
対
応
、
⑶
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
に
向

け
た
司
法
と
福
祉
と
の
連
携
強
化
等
の
総
合
的
な
権

利
擁
護
支
援
策
の
充
実
の
方
向
性
、
⑷
社
会
福
祉
法

人
・
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
あ
り
方
、
⑸
社
会

福
祉
に
お
け
る
災
害
へ
の
対
応
、
等
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、２
０
２
５
（
令
和
７
）

年
5
月
28
日
に
中
間
と
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
た
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を

拡
充・
発
展
さ
せ

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に

　
中
間
と
り
ま
と
め
の
主
な
内
容
を
み
る
と
、
⑴
の

地
域
共
生
社
会
の
さ
ら
な
る
展
開
に
向
け
た
対
応
で

は
、
①
地
域
共
生
社
会
の
理
念
・
概
念
の
性
格
、
行

政
責
務
、
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
に
お
け
る
「
意

思
決
定
支
援
」
へ
の
配
慮
、
③
福
祉
以
外
の
分
野
と

の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
な
か
で

も
、
②
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
で
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
基
本
的
な
理
念
や
提
供
の
原
則
が
規
定
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
意
思
決
定
支
援
へ
の
配
慮
の
必
要

性
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
法
令
上
の
規
定

の
整
備
の
検
討
を
進
め
る
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
・
重
層
的

　「地域共生社会の在り方検討会議」は2025（令和７）年5月28日に中間とりまとめを公表
しました。このなかでは、身寄りのない高齢者等を地域で支える体制のあり方、成年後見制度の見
直しに向けた司法と福祉との連携強化、地域共生社会の担い手としての社会福祉法人・社会福祉連
携推進法人の役割や経営の協働化・大規模化等のあり方等について述べており、なかでも日常的な
金銭管理等の生活支援や円滑な入院・入所の手続支援、死後事務支援などを第二種社会福祉事業と
して法に位置づけることを提言しています。内容をみながら、よりよい支援について考えます。

地域共生社会の
さらなる展開に向けて

地
域
の
新
た
な
支
え
あ
い
の

基
盤
づ
く
り
を

　
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
み
、
こ
れ
ま
で
地
域
に

お
け
る
支
え
あ
い
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
地
縁
・
血

縁
・
社
縁
と
い
っ
た
つ
な
が
り
が
弱
く
な
る
な
か
、

地
域
共
生
社
会
＊1
の
理
念
・
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
国

に
お
い
て
本
格
的
な
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
て
か
ら

約
10
年
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
の
社

会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
全
市
町
村
に
対
し
て
包
括

的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
努
力
義
務
化
さ
れ
る
と
と

も
に
、２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
同
法
改
正
で
は
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
創
設
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
制
度
改
正
等
も
踏
ま
え
、
市
町
村
に
お

い
て
は
多
様
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
包
括
的
な

支
援
体
制
の
整
備
を
通
じ
た
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
実
践
が
、
各
地
で
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

す
で
に
一
部
の
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
性
を
活
か

し
た
自
治
体
独
自
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、

福
祉
分
野
に
お
け
る
連
携
・
協
働
を
図
り
、
こ
れ
ま

で
制
度
の
狭
間
に
置
か
れ
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な

か
っ
た
事
案
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
流

れ
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
流
れ
は
一
部
の
先
駆
的
な
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み
に
限
ら
れ
、
全
国
に
あ
ま
ね
く

広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
間
の

制
度
改
正
を
受
け
て
、
包
括
相
談
体
制
の
構
築
を
強

化
す
る
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
多
く
の
地
域
で

は
、
包
括
的
な
支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る

べ
き
か
戸
惑
い
も
み
ら
れ
、
明
確
な
展
望
が
切
り
開

＊1…�制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超え
てつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会
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支
援
体
制
整
備
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、
市

町
村
、
過
疎
地
域
等
、
都
道
府
県
に
お
け
る
包
括
的

な
支
援
体
制
の
整
備
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
の
質

の
向
上
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
て
い
る
。

　
⑵
の
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
現
状
、
頼
れ
る
身
内
が
い
な
い
こ
と
に
よ
り

抱
え
る
生
活
上
の
課
題
に
関
す
る
相
談
対
応
を
受
け

止
め
る
窓
口
が
明
確
で
な
く
、
こ
う
し
た
相
談
対
応

を
受
け
止
め
る
機
能
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、

す
で
に
各
領
域
（
介
護
、
障
害
、
生
活
困
窮
等
）
で

支
援
体
制
の
枠
組
み
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
た

な
相
談
窓
口
の
設
置
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立
相
談
支
援
機

関
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
既
存
の
支
援
体
制
の
枠
組
み
で
相
談
を
受

け
止
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
相
談
支
援

等
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
人
的
配
置
を
含
め
た

体
制
の
確
保
に
努
め
る
べ
き
、と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
こ
と
に
よ
り
抱
え
る
生

活
上
の
課
題
（
図
１
参
照
）
へ
の
具
体
的
な
対
応
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
高
齢
者
等
終
身

サ
ポ
ー
ト
事
業
」

は
対
応
策
の
一
つ

で
あ
る
が
、
費
用

が
高
額
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
一
定

程
度
の
収
入
・
資

産
が
な
け
れ
ば
利

用
が
困
難
等
の
課

題
が
あ
る
た
め
、

資
力
が
十
分
に
な

い
人
も
利
用
で
き

る
事
業
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、

そ
う
し
た
事
業

は
、
資
力
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
利

用
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
、
と
の

指
摘
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、「
高

齢
者
等
終
身
サ
ポ

ー
ト
事
業
」（
４

頁
図
２
）
を
行
う

事
業
者
は
、
事
業

開
始
後
10
年
に
満

た
な
い
事
業
者
が

約
８
割
、
従
事
職

員
数
20
人
以
下
の

事
業
者
が
ほ
と
ん

ど
（
従
事
職
員
数

５
人
以
下
が
６
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身寄りのない高齢者の生活上の多様なニーズ・諸課題等の実例図1

地域共生社会の在り方検討会議（第５回）資料１より

④'終末期医療に関する
　意向を表明する

④�'終末期医療に
関する意向を
表明する

⑥�自分の死後に遺るもの
を適切に処分する

⑤死後事務に関す
る意向表明と手
続きをする

⑤死後事務に関する
意向表明と手続き
をする

①�家事などの日常生活
行為が難しくなる

①�家事などの日常生活
行為が難しくなる

⓪�自立した
　生活を
　営んでいる

①�自立した
　生活を
　営んでいる

②入院し、重大な
　医療処置を受ける

②入院し、重大な
　医療処置を受ける

③退院後の生活を
　再構築する

③退院後の生活を
　再構築する

④�さらに機能低下しサービス
や居住場所を見直す

④�さらに機能低下し
　サービスや居住場所を見直す

ゴミ捨てができず
ゴミ屋敷に

緊急連絡先がなく
入院できない

退院後の生活のための
手配できない

保証人がおらず施設が
受け入れ拒否

死後の手続きをする人が
おらず、無縁仏となる

路上で何度も倒れて
搬送 医療費が未払いになる

ペットの多頭飼育崩壊 手術の同意ができず
治療が受けられない 新しい住居を探せない 利用料が未払いになる

状態像

空き家や残置物の始末が
できないままとなる

時間
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こ
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
、

行
動
す
る
思
考
を
育
む

　
社
会
福
祉
法
人
ど
ろ
ん
こ
会
（
法
人

本
部
：
東
京
都
渋
谷
区
）
は
、「
に
ん

げ
ん
力
。
育
て
ま
す
。」
と
い
う
法
人

理
念
の
も
と
、「
に
ん
げ
ん
力
」
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
遊
び
、
野
外

体
験
を
通
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
が
自
分

で
考
え
、
行
動
す
る
思
考
を
育
む
こ
と

を
大
切
に
し
た
保
育
を
実
践
し
て
い

る
。

　
法
人
の
沿
革
と
し
て
は
、
平
成
10
年

に
埼
玉
県
朝
霞
市
で
家
庭
保
育
室
「
メ

リ
ー
★
ポ
ピ
ン
ズ
」
を
開
所
し
、
こ
ど

も
の
人
格
形
成
に
必
要
な
自
然
体
験
や

地
域
交
流
を
盛
り
込
ん
だ
保
育
を
開
始

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　
平
成
19
年
の
社
会
福
祉
法
人
設
立
後

は
、認
可
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

の
保
育
事
業

を
中
心
に
、

児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー

や
児
童
発
達

支
援
事
業

所
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
障
害

児
相
談
支
援

事
業
所
、
学

童
保
育
、
病

後
児
保
育
、

就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業

所
、
地
域
子

育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど

の
多
様
な
子

育
て
サ
ー
ビ

ス
を
運
営
し

て
い
る
。

　
現
在
は
、社
会
福
祉
法
人
と
と
も
に
、

4
つ
の
株
式
会
社
で
構
成
す
る
「
ど
ろ

ん
こ
会
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成
し
、
首
都

圏
を
中
心
に
全
国
で
１
８
０
カ
所
を
超

え
る
施
設
・
事
業
所
を
展
開
し
て
い
る
。

　
同
法
人
が
実
践
す
る
保
育
は
、
子
育

て
目
標
に
「
セ
ン
ス
・
オ
ブ・ワ
ン
ダ
ー
」

と
「
人
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
掲
げ
、自
然
体
験
や
地
域
交
流
の
機

会
を
提
供
し
て
い
る
の
が
特
色
。
さ
ま

ざ
ま
な
自
然
体
験
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
運
営
す
る
保
育
所
の
多
く

で
園
庭
に
畑
や
田
ん
ぼ
を
つ
く
り
、
畑

仕
事
や
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の
労
働

体
験
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
こ
ど

も
た
ち
が
ヤ
ギ
や
鶏
の
飼
育
を
行
い
、

た
い
肥
を
つ
く
っ
て
畑
で
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
命
の
尊
さ
や
食
の
循
環
を

学
ぶ
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
園
外
で
す
れ
違
っ
た
す
べ
て

の
人
と
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
を
園
の
約

束
と
し
、
地
域
の
公
園
に
出
向
い
て
地

域
の
親
子
と
交
流
す
る
青
空
保
育
や
商

保育所と児童発達支援センター併設による
インクルーシブ保育の実践

　福祉医療機構では、地域の福祉医療
基盤の整備を支援するため、有利な条
件での融資を行っています。今回は、
その融資制度を利用された東京都東大
和市にある「東大和どろんこ保育園」
を取りあげます。同施設は、東京都で
初の認可保育所と児童発達支援センタ
ーの併設施設で、「真に壁のないインク
ルーシブな施設」として注目されてい
ます。施設概要や実践する保育の取り
組みについて取材しました。

— 東京都東大和市・社会福祉法人どろんこ会 東大和どろんこ保育園 —

施設の概要施設の概要

〒 207−0021
東京都東大和市立野 3 丁目 1255 番地 3
  TEL   042−569−8376
  URL   https://www.doronko.jp/facilities/

tsumugi-higashiyamato/

開　　設：令和 6 年 4 月
理 事 長：安永　愛香
施 設 長：宮澤　叙栄
定　　員：80 人
併設施設：�子ども発達支援センターつむぎ 東大和（1日定員 30 人）、相談支援つむぎ 東

大和、地域子育て支援カフェちきんえっぐ
法人施設：�認可保育所、認定こども園、児童発達支援センター、児童発達支援事業所、放

課後等デイサービス、障害児相談支援事業所、学童保育、病後児保育、就労継
続支援 B 型事業所、地域子育て支援センター　等

どろんこ会�グループ：�㈱ゴーエスト、㈱ Doronko Agri、㈱日本福祉総合研究所、㈱南魚
沼生産組合

社会福祉法人 東大和どろんこ保育園ど ろ ん こ 会
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